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武
藤
秀
太
郎
著

『
大
正
デ
モ
ク
ラ
ッ
ト
の
精
神
史

─
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
「
知
識
人
」
の
誕
生
』

（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
・
二
〇
二
〇
年
）

織
田
　
健
志

一

　

政
治
的
、
経
済
的
に
平
準
化
が
進
行
し
た
現
代
日
本
に
お
い
て
、
知
識

人
と
大
衆
と
の
違
い
は
、
も
は
や
截
然
と
は
区
別
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
だ

が
、
自
ら
の
学
識
と
知
的
権
威
を
以
て
社
会
へ
参
画
す
る
知
識
人
が
燦
然

と
輝
い
て
い
た
時
代
は
、
か
つ
て
確
か
に
存
在
し
た
。
丸
山
眞
男
は
「
近

代
日
本
の
知
識
人
」（
一
九
七
七
年
）
で
、
知
識
人
が
「
一
つ
の
知
的
共
同

体
を
構
成
」
し
た
時
期
と
し
て
、
①
明
治
維
新
か
ら
明
治
二
〇
年
代
、
②

一
九
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
、
③ 「
大
東
亜
戦
争
」
の
敗
戦
後
か
ら
一

九
六
〇
年
前
後
を
あ
げ
て
い
る
。
①
と
③
は
ひ
と
ま
ず
措
く
。
②
に
つ
い

て
、
丸
山
は
一
九
三
〇
年
前
後
の
マ
ル
ク
ス
主
義
の
影
響
を
強
調
す
る
反

面
、
二
〇
年
代
に
は
「
職
業
や
身
分
を
こ
え
た
、
知
識
人
と
し
て
の
共
通

性
の
意
識
」
が
「
他
発
的
な
形
で
し
か
呼
び
さ
ま
さ
れ
な
か
っ
た
」
と
断

案
す
る
。

　

さ
て
、
著
者
の
武
藤
氏
は
、
丸
山
の
こ
の
見
解
に
異
議
を
唱
え
、
一
九

一
八
年
一
一
月
に
結
成
さ
れ
た
黎
明
会
こ
そ
が
、
日
本
に
お
け
る
知
識
人

集
団
の
嚆
矢
で
あ
る
と
力
説
す
る
。
黎
明
会
は
講
演
や
出
版
活
動
と
と
も

に
、「
そ
の
時
々
の
社
会
問
題
・
事
件
に
敏
感
に
反
応
し
、
会
と
し
て
の

集
団
的
主
張
を
広
く
発
信
し
て
い
っ
た
」（
二
四
頁
）
と
い
う
の
が
そ
の

理
由
で
あ
る
。
サ
ル
ト
ル
を
引
き
合
い
に
、「
知
識
人
と
い
う
存
在
が
本

質
的
に
か
か
え
る
矛
盾
が
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
権
利
を
擁
護
す
る
社
会

運
動
の
参
加
へ
と
か
り
た
た
せ
る
」（
三
四
頁
）
と
説
く
著
者
に
と
っ
て
、

黎
明
会
に
参
集
し
、
あ
る
い
は
参
加
こ
そ
し
な
か
っ
た
が
歩
調
を
合
わ

せ
た
知
識
人
（
本
書
で
は
「
大
正
デ
モ
ク
ラ
ッ
ト
」
と
規
定
し
て
い
る
）
は
、

「
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
運
動
」
を
牽
引
し
た
、
行
動
す
る
知
識
人
の
理
想

像
で
あ
っ
た
。
し
か
も
彼
ら
は
、
日
本
国
内
に
閉
じ
こ
も
っ
て
い
た
わ
け

で
は
な
く
、
中
国
や
朝
鮮
の
知
識
人
と
の
知
的
交
流
を
通
じ
て
、「
東
ア

ジ
ア
全
体
で
起
こ
っ
た
一
連
の
思
想
運
動
（intellectual m

ovem
ent

）」

（
三
八
頁
）
を
担
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
の
下
、
著
者

は
「
大
正
デ
モ
ク
ラ
ッ
ト
」
と
中
国
知
識
人
と
の
交
流
の
実
態
を
丹
念
に

辿
り
、
相
互
の
影
響
関
係
や
連
帯
と
反
発
の
様
相
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

以
下
、
本
書
の
概
要
を
紹
介
し
よ
う
。

二

　

序
論
で
は
、
本
書
の
「
第
一
の
モ
チ
ー
フ
」
と
し
て
、
一
九
一
〇
～
二

〇
年
代
に
お
け
る
日
中
両
国
の
「
頂
点
的
思
想
家
」
の
あ
い
だ
に
見
ら
れ

た
密
接
な
交
流
を
指
摘
す
る
。
日
中
知
識
人
の
交
流
に
つ
い
て
は
す
で
に

数
多
の
研
究
が
あ
り
、
さ
ほ
ど
目
新
し
く
な
い
。
だ
が
、
本
書
の
独
創
性

は
、
彼
ら
の
交
流
が
一
つ
の
知
識
人
の
公
共
圏
を
構
築
し
た
と
捉
え
た
点
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に
あ
る
。
日
中
そ
れ
ぞ
れ
別
個
に
知
識
人
の
社
会
が
存
在
す
る
こ
と
を
暗

黙
の
前
提
と
す
る
、
従
来
の
研
究
に
再
考
を
促
す
見
解
と
し
て
注
目
し
て

よ
い
。
ま
た
、
後
半
（
三
九
頁
以
下
）
で
は
、
第
二
部
（
第
七
、
八
章
）
と

の
関
連
か
ら
、「
大
正
デ
モ
ク
ラ
ッ
ト
」
が
戦
後
民
主
主
義
に
果
た
し
た

役
割
の
再
検
討
が
、「
第
二
の
モ
チ
ー
フ
」
と
し
て
謳
わ
れ
る
。
著
者
は
、

「
オ
ー
ル
ド
・
リ
ベ
ラ
リ
ス
ト
」
と
い
う
言
葉
が
、「
大
正
デ
モ
ク
ラ
ッ

ト
」
へ
の
レ
ッ
テ
ル
と
し
て
用
い
ら
れ
た
こ
と
を
問
題
視
す
る
。

　

第
一
章
「
吉
野
作
造
と
中
国
知
識
人
」
で
は
、
吉
野
作
造
に
よ
る
日
中

提
携
の
実
践
と
挫
折
に
つ
い
て
論
じ
る
。
従
来
の
研
究
が
「
帝
国
日
本
」

と
「
中
国
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
と
の
相
克
に
着
目
す
る
の
に
対
し
、
著
者

は
キ
リ
ス
ト
教
に
対
す
る
認
識
の
相
違
が
最
大
の
要
因
で
あ
っ
た
と
主
張

す
る
。
そ
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
青
年
会
（Y

M
CA

）
を
軸
に
、
多
彩
な
中

国
人
留
学
生
や
知
識
人
と
交
流
し
た
吉
野
の
姿
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

結
局
、
日
中
知
識
人
の
協
同
提
携
は
、
中
国
に
お
け
る
反
宗
教
・
反
キ
リ

ス
ト
教
運
動
（
李
大
釗
も
そ
の
一
翼
を
担
っ
た
）
に
よ
り
失
速
し
、
吉
野
は

キ
リ
ス
ト
教
信
仰
と
知
識
人
の
連
帯
と
の
ジ
レ
ン
マ
に
苦
悩
す
る
こ
と
な

っ
た
と
結
論
づ
け
る
。
吉
野
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
と
中
国
論
を
結
び
つ

け
て
考
察
し
た
点
は
、
著
者
の
卓
見
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
本
章
の
叙
述
で

目
を
引
く
の
は
、
吉
野
が
産
婆
役
と
な
っ
た
「
新
人
会
」
と
李
大
釗
の
影

響
を
受
け
た
「
少
年
中
国
学
会
」
と
の
交
流
と
連
帯
で
あ
る
。
日
中
合
作

の
知
識
人
の
公
共
圏
と
い
う
、
本
書
の
「
第
一
の
モ
チ
ー
フ
」
に
説
得
力

を
与
え
て
い
る
。

　

第
二
章
「
福
田
徳
三
と
中
国
知
識
人
」
で
は
、「
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

運
動
」
と
「
五
四
新
文
化
運
動
」
と
い
う
同
時
期
の
日
中
の
思
想
運
動
の

結
節
点
に
福
田
徳
三
を
位
置
づ
け
る
。
黎
明
会
で
吉
野
作
造
と
双
璧
だ
っ

た
福
田
は
、
中
国
で
も
著
名
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
経
済
学
研
究
で
の
名
声

に
反
し
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
口
吻
や
山
東
権
益
に
固
執
す
る
態

度
は
、
中
国
人
か
ら
厳
し
い
批
判
を
受
け
た
。
こ
う
し
た
姿
勢
の
背
景
に

は
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
主
義
に
好
意
的
な
吉
野
に
対
し
、
第
一
次
大
戦
後
の
世

界
を
英
米
の
「
資
本
的
侵
略
主
義
」
と
独
露
の
「
社
会
的
民
主
主
義
」
と

の
対
立
と
捉
え
、
日
本
は
両
者
に
対
抗
す
べ
き
だ
と
い
う
福
田
の
認
識
が

あ
っ
た
。
だ
が
、
黎
明
会
解
散
後
の
一
九
二
二
年
の
中
国
講
演
で
は
、
二

十
一
か
条
要
求
へ
の
批
判
に
転
じ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
訪
中
で
出
会
っ
た

胡
適
と
親
交
を
深
め
て
ゆ
く
。
本
章
後
半
で
、
著
者
は
両
者
を
比
較
し
な

が
ら
論
を
進
め
る
。
内
容
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
モ
ス
ク
ワ
訪
問
に
よ
り
、

両
者
が
と
も
に
ソ
連
へ
の
態
度
を
軟
化
さ
せ
た
こ
と
、
福
田
が
ア
メ
リ
カ

訪
問
を
意
図
的
に
避
け
て
い
た
と
胡
適
に
告
白
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
と

く
に
興
味
深
い
指
摘
で
あ
る
。

　

第
三
章
「
河
上
肇
と
中
国
知
識
人
」
で
は
、「
マ
ル
ク
ス
主
義
伝
道
者
」

河
上
肇
に
つ
い
て
論
じ
る
。
河
上
が
マ
ル
ク
ス
を
原
典
か
ら
読
み
こ
な

し
た
第
一
線
級
の
研
究
者
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
彼
の
思
想
が
「
道
学
」

「
人
道
主
義
」
的
要
素
を
帯
び
て
い
た
こ
と
な
ど
、
河
上
が
中
国
人
を
惹

き
つ
け
た
要
因
は
、
こ
れ
ま
で
言
及
さ
れ
て
き
た
。
著
者
は
そ
れ
に
対
し
、

河
上
と
彼
に
感
化
さ
れ
て
マ
ル
ク
ス
主
義
者
に
な
っ
た
中
国
人
（
本
章
で

は
李
大
釗
や
陳
啓
修
を
取
り
上
げ
る
）
と
の
あ
い
だ
で
、「
科
学
」
と
「
宗

教
」
と
の
相
克
に
対
す
る
認
識
の
ズ
レ
が
あ
っ
た
と
指
摘
す
る
。
河
上
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は
「
真
の
マ
ル
ク
ス
主
義
者
」
と
自
認
す
る
に
至
っ
た
後
に
も
、
キ
リ
ス

ト
教
的
な
「
人
類
同
胞
主
義
」
の
理
想
を
念
頭
に
「
宗
教
的
真
理
」
を
認

め
る
立
場
を
維
持
し
た
。
他
方
、
中
国
の
マ
ル
ク
ス
主
義
者
は
、「
宗
教
」

を
社
会
主
義
の
実
現
を
阻
む
旧
時
代
の
遺
物
と
し
て
全
否
定
し
た
。
た
と

え
ば
、
李
大
釗
は
「
私
の
マ
ル
ク
ス
主
義
観
」（
一
九
一
九
年
）
第
四
節
で
、

「
人
類
同
胞
主
義
」
の
虚
構
性
を
指
摘
し
、
ま
た
河
上
が
評
価
す
る
「
山

上
の
垂
訓
」
の
無
抵
抗
主
義
を
「
資
本
階
級
」
に
利
す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

に
過
ぎ
な
い
と
切
り
捨
て
た
の
で
あ
る
。

　

第
四
章
「
堀
江
帰
一
と
張
公
権
」
で
は
、
経
済
学
者
で
論
壇
で
も
活
躍

し
た
堀
江
帰
一
に
つ
い
て
論
じ
る
。
今
日
で
は
忘
れ
ら
れ
た
感
の
あ
る
堀

江
だ
が
、
同
時
代
に
は
中
国
で
も
そ
の
名
が
広
く
知
ら
れ
て
お
り
、
主
著

の
多
く
が
訳
さ
れ
、
と
く
に
『
銀
行
論
』（
一
九
一
四
年
）
は
多
く
の
版
を

重
ね
た
。
ま
た
、
慶
應
義
塾
で
多
く
の
中
国
人
留
学
生
の
教
育
に
当
た
っ

た
。
本
章
で
は
、
堀
江
の
薫
陶
を
受
け
た
「
中
国
現
代
銀
行
の
父
」
張
公

権
と
堀
江
の
交
流
に
焦
点
を
あ
て
る
。
中
国
銀
行
副
総
裁
と
し
て
「
銀
行

の
現
代
化
」（
政
府
の
干
渉
の
排
除
）
を
志
向
す
る
張
に
対
し
、
堀
江
は
助

力
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
。
ま
た
、
堀
江
の
経
済
思
想
が
当
初
の
「
自
由
主

義
」
の
立
場
か
ら
「
国
家
資
本
主
義
」
へ
と
傾
斜
し
た
と
す
る
通
説
に
対

し
、
著
者
は
堀
江
が
国
際
経
済
の
局
面
で
は
自
由
貿
易
主
義
の
原
則
を
守

り
つ
づ
け
た
と
主
張
す
る
。
堀
江
は
国
産
奨
励
に
終
始
批
判
的
で
あ
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
だ
が
、
堀
江
に
親
炙
し
た
張
は
、
満
州
事
変
を
機
に
立
場

を
変
え
、
国
産
奨
励
運
動
へ
身
を
投
じ
て
い
っ
た
。

　

第
五
章
「
今
井
嘉
幸
と
李
大
釗
」
で
は
、
李
大
釗
が
身
近
に
接
し
た
日

本
知
識
人
と
し
て
今
井
嘉
幸
を
論
じ
る
。
今
井
と
李
の
関
係
に
つ
い
て

は
、
本
格
的
な
研
究
が
存
在
せ
ず
、
ア
ジ
ア
主
義
研
究
で
も
、
今
井
に
十

分
な
関
心
が
払
わ
れ
て
い
な
い
。
著
者
は
、
北
洋
法
政
学
堂
で
の
二
人
の

邂
逅
か
ら
話
を
起
こ
し
、
日
中
両
国
で
の
親
交
を
実
証
的
に
論
じ
て
、
今

井
が
「
支
那
通
」
と
し
て
活
躍
し
た
背
景
に
李
大
釗
の
存
在
が
大
き
か
っ

た
と
指
摘
す
る
。
さ
ら
に
、
今
井
が
漢
文
で
執
筆
し
た
『
建
国
策
』『
建

国
後
策
』
を
検
討
し
、
既
存
の
「
省
制
」
を
維
持
し
つ
つ
、「
省
」
─

「
県
」
─
「
城
鎮
豪
」
の
三
行
政
単
位
で
の
自
治
政
治
の
実
施
と
い
う
彼

の
主
張
を
明
ら
か
に
す
る
。
当
時
の
中
国
で
は
新
た
な
行
政
制
度
が
模
索

さ
れ
て
お
り
、
今
井
の
構
想
は
、
李
の
み
な
ら
ず
章
炳
麟
や
宋
教
仁
ら
の

議
論
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
他
方
、
今
井
は
「
大
亜
細
亜
主
義
」
を
唱

え
、「
白
人
」
の
侵
略
に
「
黄
人
」
が
団
結
し
て
対
抗
す
べ
き
と
主
張
し

た
。
李
か
ら
す
れ
ば
、
そ
れ
は
人
種
主
義
に
基
づ
く
偏
見
で
あ
り
、
日
本

の
主
導
性
を
隠
蔽
す
る
ア
ジ
ア
・
モ
ン
ロ
ー
主
義
と
し
て
到
底
受
け
入
れ

ら
れ
な
か
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
人
は
李
大
釗
が
亡
く
な
る
ま
で

関
係
を
維
持
し
た
の
で
あ
る
。

　

第
六
章
「
朝
河
貫
一
と
胡
適
」
で
は
、「
知
米
」
派
の
知
識
人
と
し
て
、

朝
河
貫
一
と
胡
適
と
の
交
流
を
論
じ
る
。
一
九
一
七
年
、
帰
国
の
途
に
つ

い
た
朝
河
と
胡
適
は
、
バ
ン
ク
ー
バ
ー
発
の
汽
船
に
乗
り
合
わ
せ
た
。
偶

然
の
機
会
か
ら
出
会
い
、
意
気
投
合
し
た
二
人
は
、
そ
の
後
親
交
を
深
め

る
こ
と
に
な
る
。
胡
適
の
「
国
故
整
理
」
に
も
、
封
建
制
度 

（feudalism

） 

に
関
す
る
朝
河
の
論
文
か
ら
の
影
響
が
見
ら
れ
る
。
胡
適
が
井
田
制
度
の

信
憑
性
を
問
い
、「
封
建
主
義
」
の
よ
う
な
抽
象
名
詞
で
具
体
的
な
歴
史
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197　書　評

事
実
か
ら
目
を
背
け
る
姿
勢
を
批
判
し
た
の
は
、
そ
の
一
例
で
あ
る
。
ま

た
、
胡
適
は
日
本
に
好
意
的
で
あ
っ
た
が
、
一
九
三
〇
年
代
以
降
、
徐
々

に
日
本
へ
批
判
的
に
な
っ
て
ゆ
く
。
太
平
洋
問
題
調
査
会
（IRR

）
で
の

対
日
批
判
や
室
伏
高
信
と
の
論
争
な
ど
、
著
者
の
論
証
は
多
方
面
に
わ
た

る
が
、
駐
米
大
使
と
な
っ
た
胡
適
は
、
最
終
的
に
は
、
日
中
両
国
の
「
封

建
」
の
差
異
か
ら
日
本
に
対
す
る
中
国
の
優
位
性
を
説
く
に
至
っ
た
。
胡

適
も
抽
象
名
詞
に
「
お
ぼ
れ
る
」
中
国
人
の
心
性
か
ら
自
由
で
は
な
か
っ

た
と
い
う
、
朝
河
晩
年
の
胡
適
評
は
印
象
的
で
あ
る
。

　

第
七
章
「
小
泉
信
三
と
戦
後
天
皇
制
」
で
は
、
上
皇
明
仁
の
教
育
係
と

し
て
知
ら
れ
る
小
泉
信
三
を
論
じ
る
。
大
逆
事
件
を
受
け
て
書
か
れ
た
書

簡
で
、
小
泉
は
「
道
徳
律
」
と
「
個
人
の
良
心
」
が
二
律
背
反
で
あ
る
と

主
張
し
た
。
こ
う
し
た
個
人
主
義
の
立
場
か
ら
、
小
泉
は
国
家
が
個
人
に

と
っ
て
不
合
理
な
存
在
で
あ
り
、
忠
義
や
愛
国
心
に
否
定
的
な
感
情
を
抱

い
て
い
た
。
こ
の
う
ち
、
国
家
と
個
人
の
関
係
を
合
理
的
に
根
拠
づ
け
ら

れ
な
い
と
い
う
認
識
は
、
晩
年
に
至
る
ま
で
一
貫
し
て
い
た
。
他
方
、
愛

国
心
や
君
主
（
天
皇
）
へ
の
評
価
は
、
一
九
三
一
年
頃
よ
り
着
手
し
た
福

澤
諭
吉
研
究
を
転
機
に
、
肯
定
へ
と
変
化
し
た
。
国
家
と
個
人
の
関
係
は

理
屈
で
は
説
明
で
き
な
い
。
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
は
自
然
の
感
情
で
国
を

愛
す
る
。
愛
国
心
が
紐
帯
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
皇
室
も
同
様
に
不
合
理

な
存
在
で
あ
る
。
し
か
し
、
国
民
は
皇
室
に
対
し
て
「
忠
（loyalty

）」

で
臨
ん
で
い
る
。
で
は
、
国
民
が
「
忠
」
た
る
に
は
何
が
必
要
か
。
小
泉

の
回
答
は
、
国
民
道
徳
の
模
範
と
し
て
皇
族
が
卓
越
し
た
人
格
者
と
な
る

こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
君
主
観
は
、
天
皇
を
歴
史
的
・
文
化
的
に
基

礎
づ
け
る
「
オ
ー
ル
ド
・
リ
ベ
ラ
リ
ス
ト
」
と
は
異
質
で
あ
っ
た
と
著
者

は
指
摘
す
る
。

　

第
八
章
「
高
橋
誠
一
郎
と
戦
後
文
化
・
教
育
行
政
」
で
は
、
経
済
学
者

に
し
て
浮
世
絵
コ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
も
著
名
で
あ
っ
た
高
橋
誠
一
郎
を
論

じ
る
。
一
九
二
〇
年
代
前
半
に
高
橋
が
発
表
し
た
「
協
同
主
義
」
論
が
、

そ
の
後
の
思
想
と
行
動
に
形
を
変
え
て
貫
か
れ
て
い
た
と
著
者
は
指
摘

す
る
。『
協
同
主
義
へ
の
道
』（
一
九
二
三
年
）
で
、
高
橋
は
「
共
同
互
助
」

に
基
づ
く
「
資
本
な
き
共
同
経
済
」
へ
の
展
望
を
語
る
。
そ
れ
は
、
階
級

闘
争
に
よ
る
暴
力
革
命
で
は
な
く
、
消
費
組
合
の
漸
次
的
な
発
展
に
よ
り

実
現
す
る
と
考
え
た
。
互
助
的
社
会
へ
の
憧
憬
や
個
と
共
同
性
の
相
関
関

係
へ
の
着
目
は
、
同
時
期
の
総
合
雑
誌
で
よ
く
見
ら
れ
た
議
論
で
あ
り
、

高
橋
も
そ
の
一
翼
を
担
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
関
東
大
震
災
を
機
に
浮
世

絵
蒐
集
を
始
め
た
高
橋
は
、
正
面
切
っ
て
「
協
同
社
会
」
の
理
念
を
語
ら

な
く
な
る
。
し
か
し
、
戦
後
に
第
一
次
吉
田
内
閣
で
文
相
を
引
き
受
け
た

こ
と
が
契
機
と
な
り
、
個
人
の
発
達
を
基
礎
と
し
た
「
協
同
主
義
」
的
な

社
会
像
に
つ
い
て
、
再
び
積
極
的
に
語
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

結
論
で
は
、
第
一
部
で
論
じ
た
日
中
知
識
人
の
交
流
が
、
マ
ル
ク
ス
主

義
の
影
響
と
キ
リ
ス
ト
教
に
対
す
る
ス
タ
ン
ス
の
相
違
か
ら
内
部
分
裂
し
、

終
焉
し
た
と
総
括
す
る
。
第
二
部
は
、
小
泉
と
高
橋
が
「
大
正
デ
モ
ク
ラ

ッ
ト
と
し
て
の
主
義
・
理
念
の
も
と
に
、
戦
後
開
会
に
参
与
し
た
の
で

あ
る
」（
二
九
四
頁
）
と
結
ん
で
い
る
。
そ
し
て
、
本
書
で
取
り
上
げ
た

「
大
正
デ
モ
ク
ラ
ッ
ト
」
た
ち
は
、「
社
会
の
連
帯
意
識
を
も
っ
た
「
公
共

的
知
識
人
（public intellectuals

）」
で
あ
っ
た
」（
二
九
六
頁
）
と
結
論
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づ
け
、
本
書
を
締
め
く
く
る
。

三

　

著
者
は
、
膨
大
な
資
料
を
緻
密
に
読
み
解
く
こ
と
で
、
日
中
知
識
人
の

知
的
交
流
を
描
き
出
す
こ
と
に
成
功
し
た
。
ま
た
、
堀
江
帰
一
や
高
橋
誠

一
郎
な
ど
、
先
行
研
究
で
未
開
拓
の
人
物
を
考
察
し
た
こ
と
も
、
本
書
の

価
値
を
高
め
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
今
井
嘉
幸
と
李
大
釗
の
緊
密
な
関
係

を
論
じ
、
今
井
の
著
作
が
中
国
の
行
政
制
度
改
革
の
議
論
へ
連
鎖
す
る
様

相
を
明
ら
か
に
し
た
第
五
章
は
、
本
書
の
中
で
も
白
眉
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、

疑
問
も
あ
る
。

　

第
一
に
、
本
書
の
構
成
と
用
語
に
関
す
る
問
題
で
あ
る
。
第
一
部
の
主

題
で
本
書
最
大
の
魅
力
で
も
あ
る
東
ア
ジ
ア
の
知
識
人
の
公
共
圏
と
い
う

観
点
は
、
第
二
部
に
は
出
て
こ
な
い
。
で
は
、
小
泉
と
高
橋
だ
か
ら
黎
明

会
の
括
り
か
と
思
え
ば
、
そ
う
す
る
と
河
上
と
朝
河
は
除
外
さ
れ
て
し
ま

う
。
お
そ
ら
く
、
著
者
が
考
え
る
「
大
正
デ
モ
ク
ラ
ッ
ト
」
を
対
象
と
し

た
思
想
史
研
究
に
落
ち
着
き
そ
う
だ
が
、
肝
心
の
「
大
正
デ
モ
ク
ラ
ッ

ト
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
、
判
然
と
し
な
い
の
で
あ
る
。
多
田
道
太
郎
が
「
日

本
の
自
由
主
義
」（
一
九
六
四
年
）
で
、
大
正
期
の
自
由
主
義
を
ヒ
ュ
ー
マ

ニ
ズ
ム
や
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
主
張
を
雑
多
に
含
ん
だ
「
あ
い
ま
い
自
由
主

義
」
と
評
し
た
が
、
本
書
に
お
け
る
「
大
正
デ
モ
ク
ラ
ッ
ト
」
に
も
同
様

の
あ
い
ま
い
さ
が
付
き
ま
と
う
。
な
お
、
つ
い
で
な
が
ら
、
二
二
六
頁
以

降
に
「
平
成
天
皇
」
と
い
う
表
記
が
散
見
す
る
が
、
上
皇
明
仁
で
あ
る
。

　

第
二
に
、「
小
泉
と
高
橋
が
大
正
デ
モ
ク
ラ
ッ
ト
と
し
て
、
共
産
主
義

と
一
見
み
ま
が
う
よ
う
な
理
想
社
会
を
か
か
げ
て
い
た
」（
二
九
三
頁
）

と
い
う
指
摘
で
あ
る
。
彼
ら
が
マ
ル
ク
ス
主
義
の
急
進
性
を
嫌
悪
し
た
一

方
、
穏
健
な
社
会
主
義
に
あ
る
種
の
共
感
を
覚
え
た
こ
と
は
理
解
で
き
る
。

と
は
い
え
、
そ
れ
が
直
ち
に
社
会
主
義
的
な
理
念
に
よ
る
改
革
志
向
へ
直

結
す
る
の
か
。
著
者
は
「
オ
ー
ル
ド
・
リ
ベ
ラ
リ
ス
ト
」
と
い
う
言
葉
が

帯
び
る
「
保
守
」
性
か
ら
小
泉
と
高
橋
を
解
き
放
ち
た
い
の
か
も
し
れ
な

い
が
、
戦
後
日
本
の
言
説
空
間
で
、「
反
共
主
義
」
と
「
穏
健
な
社
会
主

義
」
へ
の
理
解
と
「
保
守
主
義
」
的
態
度
は
、
矛
盾
な
く
併
存
し
得
る
。

一
例
を
あ
げ
る
。「
未
来
の
こ
と
な
ら
、
そ
れ
も
さ
う
遠
く
は
な
い
、
お

そ
ら
く
私
達
の
子
か
孫
か
の
時
代
に
、
早
け
れ
ば
私
達
の
目
の
黒
い
う
ち

に
、
革
命
に
よ
つ
て
で
は
な
く
、
ご
く
自
然
に
日
本
が
社
会
主
義
化
す
る

で
あ
ら
う
こ
と
く
ら
ゐ
の
こ
と
は
、
保
守
派
の
私
で
も
考
へ
て
ゐ
る
常
識

的
な
推
測
で
あ
る
」（
福
田
恆
存
「
政
治
主
義
の
悪
」
一
九
六
〇
年
）。

　

以
上
、
評
者
の
関
心
か
ら
批
評
を
試
み
た
が
、
日
本
語
と
中
国
語
双
方

の
一
次
文
献
と
二
次
文
献
、
さ
ら
に
は
未
刊
行
資
料
も
駆
使
し
な
が
ら
、

八
名
の
思
想
家
の
「
精
神
史
」
を
描
き
出
し
た
著
者
の
力
量
に
は
、
敬
服

す
る
ば
か
り
で
あ
る
。
本
書
が
、
大
正
思
想
史
研
究
に
一
石
を
投
じ
た
労

作
で
あ
り
、
今
後
も
必
ず
参
照
さ
れ
る
べ
き
重
要
な
業
績
で
あ
る
こ
と
は
、

改
め
て
い
う
ま
で
も
な
い
。

�

（
国
士
舘
大
学
准
教
授
）
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